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町 長 副町長 課 長 主 幹 担 当 合    議 

      

別記様式第 4号 

会 議 等 結 果 報 告 書 

文書番号 1156 
会議区分 会 議 ・ 打合せ ・ 協 議 

決裁期日 平成２２年 ９月３０日

名 称 （9月定例）課長会議 

日 時 平成２２年９月３０日 午前 9時 00 分～午前 10 時 10 分 

場 所 上富良野町役場 3階第 3会議室 

出席者 

町長、副町長、教育長 

課長職 14 人 

事務局１人、             合計 18 人 

内 容 

◎ 町長あいさつ 

 ・ 平成22年度も下期を迎える。10月早々には決算特別委員会が予定されているので、万全

な準備のもと臨まれたい。 

 ・ 春に確認した本年度の課題、予定事業などについては、時期を逸しないようしっかり取

組まれたい。 

 ・ 今夏の高温多雨により、大きな農業減収が予測されており、地域経済の活力の減退が懸

念される。その防止策や下支え策について、それぞれの課において検討をされたい。 

 
［進行：副町長］ 

１ 辞令交付式について【総務課】 

総務課長： 議案に記載のとおり説明。 

副 町 長： 業務に支障のない範囲で職員の出席を指示されたい。 

 
２ 町議会町内行政調査の実施について【議会事務局】 

議会事務局長： 別添資料により説明。事前の資料についても、期日（本日）までに提出をお願

いする。 

副 町 長： それぞれ現状理解得られるよう、しっかり説明対応を図られたい。 

 
３ 町の感謝状の取扱いについて【総務課】 

総務班主幹： 別添資料により説明。 

副 町 長： 感謝状は今後、都度授与していくことになることから、各課からの報告が前提にな

るので、それぞれ対応を図られたい。 

      特に「公益の資する一定の活動や行為｣の基準については、これまでや今後の対応状

況を蓄積していく中で、整理をしていかなければならない。 
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４ その他 

 ≪総務課関係≫ 

（１） 国勢調査について 

総務課長： 10月 1日を基準日に国勢調査が実施される。町民からの問い合わせなどもあると思

うので、対応をお願いしたい。 

 

 ≪全 体≫ 

○ 協働のまちづくり講演会について【町民生活課】 

町民生活課長： 10／3 協働のまちづくり講演会が実施される。職員の積極的な参加に向けて、
再度各課長から呼びかけをお願いしたい。 

○ ｅ－Ｔａｘの取扱いについて【町民生活課】 

町民生活課長： ｅ－Ｔａｘによる申告について、上富良野町（事業所）としての対応に向けて、

税務署より説明会開催の声をかけられている。現在は、下水道会計（消費税の対応）

のみの対応となっている状況にあり、それぞれ協力をお願いする。 
副 町 長： 上富良野町として、対応できるものはすべて対応することを前提に説明を受けるこ

とが重要である。町民生活課が中心となって調整を図られたい。 
○ 決算特別委員会の事前要求資料について【総務課】 

総務課長： 資料原稿（1部）を明日（10／1）15時までに総務課提出を厳守でお願いする。 
 

◎ 来月の行事予定について 

各課長から追加日程等発言。 
・10／8 ラベンダーハイツ避難訓練実施（本年度は消防との合同訓練） 
・10／1 感謝状授与 
・10／8 農業委員会総会 
      10月中に農地パトロール実施予定 
 

副 町 長：・ 11月下旬に臨時町議会の開催に向けて、事前調整中である。案件は、給与条例の

改正（人勧）のほか、農業被災の救済策や地域経済の下支え策等が想定される。 

     ・ 臨時国会が開催され、地方の経済対策を含めた補正予算についても審議される旨、

報道されている。潜在的な課題の解決につなげていかなければならない。各課なお

いて、メニューの想定をしておくこと。 

       また、雇用対策や子育て支援対策も重点課題となっており、情報収集を含めて、

対応が図れるよう準備を進められたい。 

     ・ 本年度当初に確認した行政課題については、各課において解決に向けた取組みが

進められていると思うが、取組みの状況を含めて、組織的に共有していくことが重

要であるので、組織議論を深めていきたい。 

     ・ 組織機構の見直しについては、仕組みの見直しにつなげていくべきものと、意識

の改善を図っていかなければならないものとを整理し、12 月議会につなげるよう、

具体の議論を進めていかなければならない。 

 

閉  会 

［会議終了：１０時１０分］ 

 


